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 第 1 章では、小型推進機に低毒性推進剤の適用に関する背景、これまでの研究、および
その技術課題を明確にし、研究目的を記述する。 





 第 3 章では、本研究にて用いた実験装備および計測装置に関して記述する。また、ガス
流量測定方法に関しても記述する。 





 第 5 章では、放電プラズマを用いた点火機構の設計指針および製作した点火機構実験室
モデル（Discharge Plasma Ignition system Laboratory Model、以下「DPI-LM」と呼称）
の詳細を明示する。 
 第 6 章では、DPI-LM の基本性能および簡易的な寿命評価に関して記述する。本実験で
は、放電プラズマのガスにアルゴンおよびヘリウムを採用した。SHP163 およびガスの流
量を変更し点火性能への影響評価を行った結果、DPI-LM による SHP163 の安定した点火
を再現性良く実現した。さらに推進剤投入直前の DPI-LM 内部の放電プラズマ分布が点火
結果に対して強く影響することを明らかにした。電極損耗調査による DPI-LM の簡易的な
寿命評価を行った結果、電極使用時間 2000秒時における電極質量は 0.1 %程度であること
を明らかにした。 



























を行い、放電プラズマによる SHP163 の安定した着火を再現性よく実現した。 
(2) 一液式低毒性推進剤の反応性は、投入エネルギの総量に比例し、空間的なエネル
ギ密度が大きく影響することを明らかにした。 
(3) 放電プラズマを用いた点火機構（Discharge Plasma Ignition system, DPI）を構築し






当の推進剤流量における最短点火遅れ時間は 30 ms 程度であり、平均 100 ms 程
度であることを明らかにした。また、消費電力同様に、推進剤点火遅れ時間は推
進剤流量の影響が支配的であることを確認した。 
(6) 電極損耗調査による DPI の簡易的な寿命評価を行った結果、電極使用時間 2000
秒時における電極質量減少は 0.1％程度であり、ロケットフェイズを達成できる
ことを明らかにした。 
 
 以上のように本論文は低毒性推進剤を用いた化学推進機の研究開発に大幅な進展
を促す新たな技術開発に関するものであり、本論文において検討・評価された放電プ
ラズマ点火機構は小型推進機のみならず大型や他の化学推進機へも広く活用できる
技術であり、工学的に重要な意義を有する。よって、本論文は博士（工学）の学位を
授与するのに十分な価値があると認められる。 
 
（最終試験又は試験の結果） 
 本学の学位規則に従い、最終試験を行った。公開の席上で論文発表を行い、学内外
から多数の出席者を得て多角的な討論を行った。また、論文審査委員により本論文お
よび関連分野に関する試問を行った。これらの結果を総合的に審査した結果、専門科
目についても十分な学識があるものと認め、合格と判断した。 
 
 
 
